応用物理（4M専門科目）
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科 目 名：応用物理（英文科目名：Applied Physics）

　　　　　２単位　必修　機械工学科４年　通年

担当教官：黒須茂（居室：機械科棟２階山崎研究室）

　　　　　Tel: 0296-28-4476　E-mail: kurosu@oyama-ct.ac.jp

授業目的：

　１．剛体の力学

　２．動的システムと微分方程式

　３．ラプラス変換とその応用

　４．伝達関数とブロック線図

　５．液面制御と電気サーボ系

達成目標：

　本講義では，初めて制御を学ぶ学生に対して，剛体の力学から力学の概念を復習し，お風呂，モータの例により動的システムの概念，数学モデルによる現象の記述，微分方程式を勉強する。そして後半はフィードバック制御系の考え方を学ぶ。

　技術者教育プログラムの学習・教育目標：(A), (B)

　JABEE基準1の(1)との関係：(c), (d)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：

　１．黒須茂：「制御工学入門」，パワー社

参考書：

　１．黒須茂：「コマの不思議」，山文社

　２．黒須茂，渡利久規：「技術者のための楽しい英語」，パワー社

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

　こまの力学からスタートし，剛体の力学に必要な力学の基礎概念を総復習する．そして，動的システムの例として，お風呂，モータ，倒立振子をとりあげ，微分方程式を勉強してもらう．さらに古典制御論に必要な制御の基本概念を学び，最終的にはフィードバック制御系の設計に発展させる．

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　基本的には課題に対するレポートと定期試験（前期１回，後期１回）で評価する．レポートでは文章力，理解力（２０％）を，定期試験により実力（８０％）を総合して６０％以上を合格とする．教科書，ノートの持ち込みは不可，電卓持参のこと．

連絡事項：

　１．自分の頭で考え，自分の足で歩く技術者になるために，少しは骨を折ること．理解するために努力し，自分なりに理解するための極意を悟ること．

　２．四則演算を通して，自分で電卓計算で理論を確認してほしい．そうしないと，勉強したことがすべて“気狂いに刃物”になりかねない．学問なんて役に立たないといってしまえば，本当に役に立たないかもしれない．しかし，役に立たせるか否かは君の問題である．頭を使い苦しんだ経験は必ず役立つことはまちがいない．
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